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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りは横ばいになりました。

カナダの⾦利は、米中通商協議において第⼀
段階の合意がなされたとの報道や英国の総選挙
で保守党が単独過半数の議席を獲得し、合意な
きEU（欧州連合）離脱への懸念が後退したこと
を背景に上昇しました。ただ、週後半に米国の
小売売上高が発表され、軟調な結果になったこ
となどから米国の⾦利が低下したため、カナダ
の⾦利は上昇幅を縮小しました。カナダ・ドル
円は、原油価格の上昇などを背景に値を上げま
した。

先週の回顧

今週、カナダではCPI（消費者物価指数）や
小売売上高などの発表が予定されています。良
好な結果になれば、カナダの通貨・⾦利の上昇
圧⼒につながることが考えられます。また、米
国では、NAHB（全米住宅建設業者協会）住宅
市場指数が発表され、約20年ぶりの良好な結果
になっています。

⾜元では米中貿易戦争や英国の合意なきEU離
脱懸念などの政治リスクが後退しており、市場
のリスクセンチメントが改善しているため、カ
ナダの通貨・⾦利を下⽀えすることが⾒込まれ
ます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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